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(3)式の右辺第2項と第3項がpeTヱ温nenも dipolesI,Cよる効果を示′す項で.I

第.4項がTjやOCO-Rhoqesの項であるo l桝としてWa･tson-Crickmodel

め.S享nglestrandedpoly Cをとり･ これらぬ項を皿〒±lOま C.とって

評価すると. dipoleeff5Cも-a)項は+0-.14で hyperchromi.Cにきき､

vanderWaalsの項は｣0.46で hypochromicにきき/-一十一一一一丁-∴
一一二 一一一一一一∴∴ - --一一一一一二 T----結局-0.32の hypochTOnism と

なるo POlypepもidesの場合､pepもidegroupの 打電子系だけでは.

dibole e､ffec七は hypoで. Van der Waalseffec七は hypeTできき

結局hypoにきく申実験結果に比べてはるかにその値が小さいQ この場合は

n一㌔,n- 0㌔ residuechr?mophoresとの相互作用等が相当効い1い

るようであるQ

.蛋白質 ･-核酸における~剰余電荷の移動と分子変形

鈴 木 英 雄 (早大理工)

蛋白質及び核酸における7=電子系の一電子準位は､I-固体論で長 く知られてい●

る､Blockの tighも-biridingapproximaもionの立場から計算されてい

る12私が主張したいのは.このような計算の中庭､生体高分子の重要な特徴
が少しも反映されていないのではないか というごと~であるQまず第- に..蛋白

質及び核酸の単量体にeXCeSSChargEが とび込んでくると.単量体は分子変

形を誘起し. tOtalでかなりのエネルギー gainが存在するはずであるo

pep+Widegroupに?いてなされた私達 の 計 算 に よると21) excesselecも-
C

ron の場合には.OC及びCNポン ドがそれぞれ 0.09及び 0.08A程度伸長

することによって. g電子系には0.38.eVの energy lossが生じ. 7r電子

系には0.75eVの energy gainが生ずるO また､ excessholeの場合･'JC

は､OC･;黒 目､声 01,｡7iOA一程淀碑長し且っ CtIポン ドが0･:-,:-)程箆短縮するこ
{h∴ 二 十 二 1- -.~-'J-ltL,IyjeY の-(:_TlergTli-1〇三三S が. ;i-義;こは 0.3ユeVの
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energygainが生ずるO従って.N-u･･････o距離が2.79且のときの単量体

問の打電子共鳴蔭分は10･1eV の程度であるから- exc?sscbargeは数個

の単量体の上に局在してしまうこと.I,tなるO このような事情は核敢E,Cおいでも

全く同様であるO

第二に.蛋白質及び核酸t,=おいては.隣り合う二つの単量体の相互位置を変

化せしめるのに要する~ e‡ユergyがかなり小さいという事実を考慮 しなけ

ればならないOなぜならば､高分子が何らかの変形を引き起すことによって､

単量体問LTu7T電子雲の重な り琶分が大きく変り得るならば.~7T電子系の

energy gainは変形隼要し長er3ergy lossを充分にC｡mPenSateする可

能睦が存在するか らであるD 私達の計算q7=よると.蛋白質の場合には. 7{軌道

のOrien七a.uionを変えない N-fI･･･ー0→ Sもreもchingが一番重要であ り2.)

核酸の場合には. Sもrandに沿ったbaseの移動が一番重要である30)そして単

量体の変形の際に生じたeneTgygainと同程度のものが単量体問の変形の麓

にも期待されるo

いろいろな数値計算の結果.我々は次のような模型的な鞄milもonian に到

達した4)･

冨-AEma芸 am +B蓋 b芸 転 + C真 滝 cm

-a莞(bmや 芸)a芸iam: βnE蓋em(･C芸+軒 C芸TCTi)qf摘 ,

ただし bm及び cmはそれぞれm番 日の単量体の内部振動及び重心線動を表わ

すboson operator:am は excesSChaTgeの fe-rmioヱユOPeTaもor;

en･m-ll for n>m, -1 for･;n<m

であるQ 蛋白質の場合には､ in+･er-mon〇三reTicvibronicinもeTaCもion

を上記のように近似することにはかな り疑問があるO

更に我々はこの盲王amilもonianから導かれるeXCeSSCbaナgea)運動方程式

を譜へた｡その臥 我々の行った数値計算の)%異が全 く再現されるような最低

次のしかもseユf-coriSis七enもな近似を採持 したo a干 0の場合の解は特によ

く詔ぺられた｡それに-よると.IeXCeSS,Charさ変の夜中はJabobian ellip弓
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もiofuriCもionで表わされるDそしてその藻巾の自乗に比例した単量体の歪

と.振巾の自乗の1次数係数t･C比例した重心の歪とを伴って. eXCeSSやa-T-･

geは移動するO
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非周期性の問題

松 田 博 嗣 (京大理)

隼錐高分子がいくつかのunitから非周期的に構成されていることはその機

能上重要な意義をもつと考えられるC この問題に対する∵つの基礎としてt等 ′

しい強さのバネで絵ばれた非周期的な同位元素の振動子系についで性質を紹介

する｡

第3番 目G)質点の平衡位置よりの変位をujとすると､運動方程式は

mj･藷 -K'5･.11 日 K年 1-I,3･_, (1)

で与えられるG ITlniJ･はM又はIRとする (LP>M)O電 子計算機による計算総菜で

はこれらのmaSSが rand(一mに配列している時の振動数スペク トルは非常に

fineな構造をもつことがあるが..下記のような条件下では角振動数Wに於て

スペク トルは 0になることが理論的に知られている｡

-A2PJ-


